特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース13年11月07日　485号
市民文化祭　2・3日　参加者：2200人　スタッフ：前日準備12人　初日17人　二日15人　連日大勢の方がスタッフに駆け付けていただく。会誌の製本作業が25日でこれまでになく遅くなり、文化祭出展のすべての準備が大変遅れてしまいました。展示リハーサルは通常通りの29日でしたが、文化祭関係の準備が26日から29日まで4日間で時間的余裕が全く無く、極限状態での取組みになりました。それでも、20枚の提示パネルの作成は完成させることができました。それは日頃に充実したイベントを開催しているので豊富な資料が整っているからだと思われます。メーン写真は里山農園の写真と60年前の宇治川決壊による近鉄小倉駅付近の洪水写真の2枚としました。そしてＡ２の大きさのポスターを20枚作り上げました。内容は主に里山農園活動と山城水害60周年と今年の台風18号被害、そしてオオムラサキなどの昆虫標本の展示となりました。前日の1日には文化祭関係の里山農園の成果物（協力販売品）の採取と束ね作業等、テント会場の設営、掲示物展示を行いました。同時進行で炭焼き釜屋根の設置作業と二面作業を進めましたので、大変でした。
展示会での評判　　ヒノナ、 ホーレンソウ等とコイモやサツマイモを店頭に並べますとたちまち人だかりがして、コイモは完売となり、追加掘りに行きました。新鮮でおいしそうな品物から完売となりました。今年は人の出足が早く青物はかなり早く売り切れました。翌日の販売予定の品物も出してしまったので、二日目の販売では品物が不足する結果になりました。
コットンボール　　　イノシシの被害も想像できるので、防御柵を500ｍに拡大したので里山農園が広く大きくなり余裕ができました。安心してコスモス畑やサツマイモ作りもすすめられ、中辻さんから提案があって、綿を植えました。秋になり、きれいな綿毛が見られるころに、刈り取って小屋で乾燥するときれいな作品に変化し出来がります。今年の文化祭で販売することにしました。あまり立派な製品には整えられていなかったにも関わらず、ぜひ購入したい、いくらかと尋ねる人が続きました。また以前親父が作っていたので、懐かしいといった人もあり、初日は用意したものが午前中に完売となり追加しました。
柿　　里山の会がこれまで柿畑の手入れや柿狩りを実施し、この時期に柿販売をしてきました。里山の会が手入れをしてきた柿畑が学研開発の最終の開発予定地でした。ここが開発されてしまい、仕方なく鹿背山の松岡農園から譲り受けての販売を継続しています。ところが今夏は高温や降雨の連続等の異常気象で不作の傾向となり、期待されておられる皆様に行き渡るどころか品切れという状態になってしまいました。中には電話で昨年は買い取る事が出来なかったので、早い目に注文しましたという人が現れるなど、この日を楽しみにお待ちになっている人が数多くおられることが分かりました。来年は改善が必要です。
綿菓子　　　綿菓子を出店して今年で3回目、福知山の花火大会の夜店での発電機の燃料爆発事故から、プロパンを使用が許可されるのか心配でした。消火器の設置と消防署の点検許可がでて、今年も子どもたちに楽しいひと時を提供できました。二日目の日曜日は雨だという天気予報のせいか、初日は午前中から出足が大変好調でした。午後になると子どもたちの人数も増加して並ぶ人が出る盛況でした。これまでは防風するフードが無かったので、綿が一点に集まらず大きなものに作ることが難しかったようです。今年は改良が進んで小さい子どもさんも大きな綿菓子を作れるようになりました。列ができると一挙に列が長くなりますので、大忙しとなります。しかしまばらになりますと、さっぱりの時間が続きます。不思議なものですね、
松かさツリー　　ひっきりなしに訪れるお客さんの相手で終日繁盛でした。毎年出展しているので、「今年もやってきました」「玄関に4つ飾っています」「楽しみに子どもと作りにきました」と来店されます。「この実は京田辺市の木に指定されている『ナンキンハゼ』で、松傘は雨天や晴れの天気によって閉じたり開いたりするのです」などと種を飛ばす仕掛けなどのお話をすると、初めてお聞きしたとおっしゃる若いお母さんがおられました。文化祭が終わると来年の準備で「実」の採取にさっそく取り掛からなければなりません。このように毎年楽しみにされている方がおられることは、大変うれしいことです。
山城大水害　　　写真展示から、昭和28年（60年前）の8月には大雨が集中して木津川東部に降り和束川　田原川　玉川　不動川等があふれ大洪水が起きて300人以上の死者が発生したこと。続いて一ヶ月後の9月には近鉄小倉駅がこうした状況にあったことを初めて知った。又、洪水がここまで迫っていたこと、そして約1ヵ月間浸水が続いたこと、現在の姿からは想像もできないといった感想が聞かれました。この60年前の南山城大水害や宇治川の堤防の破堤で巨椋池の再現が引き起こされたことは生まれる前の出来事なので初めて目にした、とおっしゃる人がほとんどでした。
オオムラサキ　　オオムラサキの写真と標本を展示しました。これがオオムラサキか美しい!!と感嘆の声がきかれました。大部分の皆さんが同じようにおっしゃっていました。京田辺市はドンドン開発が進んで人口が増加しているのに、このような生物が生育している地域が存在することは想像もできない、大変環境のいいところだということが分かった。等の声が圧倒的でした。
ビデオ上映　　鑑賞いただいた方々の皆さんから、素晴らしい出来栄えで、京田辺市にこれだけ多くの野鳥が生育していることを初めて知った。こうした発表がある事を多くの方々に知らせてほしかった。わずか3㎞の範囲でこの撮影は素晴らしいとのご意見でした。こうした評価をいただいて、撮影者の長谷川さんは、高い評価に感激をしておられます。これからも自然への挑戦の勇気と激励をいただけた。とおっしゃっています。　引き続き9・10日のせせらぎ祭りでも放映いただきます。お見逃しの方は、ぜひとも京田辺市草内、中部住民センターでの展示場にお越しください。
炭焼き釜屋根設置工事　2日：2人　4日：6人　5日：1人　骨格が組み上がりました　9日には屋根葺きを予定。南半分の屋根取り付けができると釜部分が完成で、劣化が防止されます。残る「作業場部分」はできるだけ早く完成するよう、前半作業の教訓を学びながら建設を進めるつもりです。長年の課題であった炭焼き場広場に屋根の設置の完成が近づきました。これが完成した暁には、収穫時の乾燥や仮物置場としての利用が可能になり農園活動にも効果を発揮するでしょう。一日も早い完成が待ち遠しいです。
理事沢内孝夫氏逝去　5日に葬儀　深田理事長はじめ多数の理事、社員が参列　沢内さんは四月の年度総会において新理事に推薦されました。また木津川河川レンジャーへのチャレンジも予定していただいていました。本会会計処理にもすごく学習していただき12年度の会計処理にも挑戦していただいていました。文字通り次期事務局の中枢として着々と準備を進めて頂いてきました。野鳥についても木津川での観察を強力に取り組み40種は完全に見分けられ観察会を主催されるところに到達されていました。今度は里山の会で草花へのチャレンジと都合の付く時間は木津川の花撮影に挑み、国交省木津川出張所へ希少植物保全のための申し入れ書の提出と説明等随分力を入れて活躍をしていただいてきました。ところが通常総会の前々日の検診で、2年前のすい臓がんの手術後は、再発はないと診断をいただいていたのに、再発が発見されました。再手術は不可能との診断でしたので、ただちに諸活動を停止、引退し残る体力の続く限り闘病に使うとするすごい決意をされました。しかしすべての準備が整っていた里山の会については混乱が起きると、通常総会で議長役を果たしてのち、闘病生活に入られました。里山の会への一方ならぬ情熱を注ぎこんでおられました、その矢先の再発でした。東京に住む孫との出会い、奥さんとの大切な時間をシッカリ使い、自らのガンとの戦いを短期間で発刊するなど残された時間と体力を振り絞り、城陽の子どもにも夢と希望が手にできる10月6日の木津川での子ども祭りの成功を見届けられておられました。沢内さんのほとばしるような情熱をしっかり受け止め、だれもが幸せに生きられ、自然を大切にする仲間の輪をさらに大きくするよう頑張りたいと思います。
会誌35号はとどきましたか　お読みいただいた感想をお聞かせください。
　　　顧問の井本信廣先生　（元京都教育大学学長）から　お礼状をいただきました。
　　　　拝復　木枯らし1号が吹き冬の到来も近いようです。ところでこの度
「里山の自然」35号ご恵贈賜りまことにありがとうございました。
厚くお礼申し上げます。会の活動が着実に広がっている様子が伺われます
頼もしい限りです。一層のご発展を願っております。　　敬具　　　ありがとうございました。
秋のハイキング参加者募集中　　
11月9日　JR宇治駅　10時集合　縣神社　宇治橋通り　上林茶舗　平等院　塔の島
朝霧橋　志津川発電所　亀石　茶団子　源氏ミュージアム　　約8㎞
持ち物　お茶　弁当　雨具　　　参加費　無料　　ガイド　宇治観光ボランティア

